
 

 

 

 

 

 

 

 

「仲間とともに全力を尽くす・・・！」 

 ～ 中体連ブロック夏季総合体育大会 開催 ～ 
 ７月３日（土），４日（日），５日（月）に，中体連ブロック夏季総合体育大会が開催されました。 

昨年度，中止を余儀なくされた夏季大会です。子どもたちは，大会が行われることへの感謝の気持ち

をもつとともに，涙をこらえて我慢した先輩たちの思いも胸に刻みながら，仲間とともに全力を尽くしてく

れました。 

部活動名 結 果 部活動名 結 果 

野 球 惜 敗 サッカー ３ 位 

ソフトボール ３ 位 ソフトテニス男子 団体惜敗，個人惜敗 

バレー男子 準優勝 ソフトテニス女子 団体３位，個人ベスト８（     ） 

バレー女子 惜 敗 卓球男子 団体惜敗，個人ベスト８（  ） 

バスケ男子 準優勝 卓球女子 団体準優勝，個人ベスト８（  ） 

バスケ女子 準優勝 剣 道 団体惜敗，個人惜敗 

雨天のための順延等もあり，コンディションづくりが難しい大会となりました。

さまざまな制限がある中で力を尽くした子どもたちの健闘をたたえます。 

 ７月７日（水）には，中体連筑後地区水泳大会が筑後広域公園プールで開催され，

岡慎史さんが大健闘，200M背泳ぎで４位に入賞し，県大会出場を決めました。 

 ブロック大会の結果を受け，バスケットボール男女，卓球女子，バレーボール男子，ソ

フトボール，ソフトテニス女子，が筑後地区大会に出場します。また，吹奏楽部が７月

２８日に開催される吹奏楽コンクール地区大会に出場します。 

 制限されることの多い中，輝く姿をみせてくれる子どもたちのことを，これから

も精いっぱい応援していきたいと思います。 

       小郡市立大原中学校だより 
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「『大原中文化』の継承・発展のために！」  

ブロック合唱交流会 開催 
 ６月２５日（金），昨年度制限の中で実施できなかったブ

ロック合唱交流会を行いました。ブロックで合唱を交流する

ことで，３年生が最上級生としての誇り高き姿をみせ，１年

生はめざす姿としてあこがれを抱き，２年生は越えようとす

る姿としてがんばりを決意するという意味があると思いま

す。まさに，柱としている本校の合唱文化の継承・発展につな

がる活動を行うことができた喜びを感じています。 

 学年ごとに合唱コンクールの課題曲を披露して，感想を述

べ合いました。１年生は，入学して初めて体育館に設置され

たステージで合唱を披露しました。普段，教室や音楽室で歌

うのとは違う経験を通して，あらためて自分たちの力を発揮

することの難しさを実感していたようでした。 

 ブロックでの活動を通して，それぞれの学級の集団としての状況を振り

返るとともに，これからどうやって集団の力を高めていくのかを考えるきっか

けにもなったと感じています。これから，夏休みを経て，体育大会や文

化発表会にむかって進んでいきます。子どもたちの奮闘を心から期待し

ています。 

 

「およそ二年ぶりです・・・！」 プール清掃 ＆ 水泳の授業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月５日（月），二年ぶりにプールから水しぶきが上がりました。昨年は，全くできなかった水泳の

授業を実施することができました。授業の様子を見にいくと，プールは子どもたちの笑顔と歓声であふ

れていました。 

 この日をむかえるために，６月下旬に業者の方にお願いしてプールの清掃を行っていただきました。

二年間開いていなかったプールの垢を丸一日かけてていねいに落としていただき，見違えるほどピカピ

カにしていただきました。あらためて，子どもたちの笑顔や歓声の裏側には，それを支えていただいてい

る人の存在があることを忘れてはならないと思います。これからも，「ありがとう」「おかげさまで」の気持ち

を忘れずに教育活動を進めてまいりたいと思います。 

 

小さいけれど大きな感動 その８ 「教室でみつけた合言葉！」 
 ６月２１日（月），早朝に校内をまわっていると，２年生の教

室で二人の生徒が学習していました。「おはよう。早いね」と声

をかけると，「期末考査に向けて勉強しています」と返してくれ

ました。次の日，同じ時刻に教室に行くと，３名に増えていまし

た。次の日に行くと，また増えて６名になっていました。 

 コツコツと問題を解く生徒もいれば，教え合っている生徒もい

ます。自分で決めた「できること」を継続している姿に，そして，日

を追うごとに仲間が増えていたことに大きな喜びを感じました。 

朝陽がさし込む早朝の教室風景を見ながら，まさに，合言葉で

ある「積小為大」「つながり」「ありがとう」の姿だと感動を覚え，心の

中で「がんばれよ」とつぶやきました。 


